
　
　
執
筆
者
紹
介

生
井
真
理
子
（
大
阪
樟
陰
女
子
大
学
・

　
　
　
　
　
　
大
谷
女
子
短
期
大
学
非
常
勤
講
師
）

山
田
和
人
（
本
学
教
授
）

ア
ン
パ
ロ
・
ウ
マ
リ

　
　
　
　
　
（
本
学
大
学
院
博
士
課
程
後
期
課
程
）

藤
井
俊
博
（
本
学
助
教
授
）

白
瀬
浩
司
（
本
学
文
学
部
嘱
託
講
師
一

　
　
　
　
編
集
後
記

　
こ
の
一
年
「
毒
」
と
い
う
語
が
ニ
ュ
ー
ス
に
よ
く
顔
を
出
し
た
。
実
に
お
ぞ

ま
し
い
こ
と
で
、
犠
牲
に
な
っ
た
人
に
は
ま
こ
と
に
気
の
毒
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

暗
い
世
紀
末
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
い
く
つ
か
明
る
い
未
来
の
話
も
聞
こ
え
て
く
る
。
そ
の
一
つ
は
、

音
声
入
力
で
文
字
出
力
を
す
る
機
器
の
実
用
化
で
あ
る
。
日
本
語
や
ス
ペ
イ
ン

語
の
よ
う
な
音
素
数
が
少
な
く
、
音
節
構
造
も
単
純
な
言
語
で
は
、
機
械
の
音

声
認
識
力
が
高
い
の
で
、
開
発
が
進
め
や
す
い
わ
け
で
あ
る
。
実
用
化
が
多
く

の
福
音
を
も
た
ら
す
で
あ
ろ
う
。

　
昨
年
六
月
十
一
日
、
古
代
文
学
を
担
当
さ
れ
て
い
た
名
誉
教
授
の
土
橋
寛
先

生
が
逝
去
さ
れ
た
。
学
術
会
議
会
員
も
務
め
ら
れ
た
先
生
の
学
術
・
教
育
面
の

多
く
の
ご
功
績
を
偲
び
っ
つ
、
こ
の
欄
を
借
り
て
、
先
生
の
ご
冥
福
を
お
祈
り

申
し
あ
げ
る
。

本
号
は
記
念
す
べ
き
五
十
号
で
あ
る
が
、
五
人
の
会
員
の
研
究
成
果
で
飾
る

こ
と
が
出
来
た
。
本
会
の
研
究
活
動
を
喜
ぶ
と
と
も
に
、
他
の
会
員
各
位
か
ら

の
積
極
的
な
投
稿
を
お
願
い
す
る
も
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
（
玉
村
文
郎
）



　
同
志
社
国
文
学
　
第
五
十
号

一
九
九
九
年
三
月
一
五
日
　
印
刷

一
九
九
九
年
三
月
二
〇
日
　
発
行

　
　
　
加
美
　
　
　
宏

編
集
　
　
　
玉
村
文
郎

発
行
　
同
志
社
大
学
国
文
学
会

（
代
表
）
向
井
芳
樹

　
京
都
市
上
京
区
今
出
川
通
鳥
丸
東
入

振
替
　
〇
一
〇
九
〇
１
二
－
二
七
三
七

印
刷
所
　
共
同
印
刷
工
業
株
式
会
社

　
　
　
京
都
市
右
京
区
西
院
久
田
町




